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【緒　言】母乳などの液体栄養か ら固形食 による

栄養摂取に移行する離乳は,十 分な栄養補給によ

る身体の正常な成長発育 を促すためにも重要であ

る。顎骨の成長に関する栄養の影響については未

だ不明な点が多いことから,離 乳時期や食性の違

いによる食餌摂取量や体重変化,さ らに下顎頭軟

骨の成長過程を形態学的に知る目的で,マ ウスを

用いて検討 した。

【材料および方法】

　 1.材 料　実験動物はICR系 マウスをContorol

(Cont),生 後14日 離乳(P14),18日 離乳(P18),

23日 離乳(P23)お よび28日 離乳(P28)の 各群

に分け,計85匹 を使用 した。Cont群 は母獣 マウ

スと共に飼育,母 乳と固形飼料を自由に摂取 させ

た。P14は 出生後14日 まで母獣マウスと伴に飼育

し,14日 より母獣マ ウスと分離 して固形飼料 を

与 え,P18で は15～18日 齢のマウスは1.5cal/ml

に調整 した液体飼料を母獣マウスに与え,仔 マウ

スは母乳のみ とした。18日 齢か ら固形飼料 とした。

P23は,15日 ～22日 齢の期間の母マ ウスの食餌

は液体飼料 とし,仔 マウスは母乳 を与え,23日

齢より固形飼料を与えた。P28も 同様 に,28日 ま

で仔マウスの食餌 は母乳 と液体飼料 とした。固形



飼料に変更後は,水 ・固形飼料 とも自由摂取 とし

た。

　 2.方 法　食餌摂取量測定の測定は,出 生後

23日 目よ り,28日,31日,38日 目に計測 した。

体重計測 は,出 生後14日 目か ら41日 目まで計測

した。顎骨計測は,P14,　 P18,　P23,　P28の 各 日

齢で上下顎骨の幅径および歯列弓径を計測 した。

組織学的観察 は,通 法に従 ってH-E染 色 を行 っ

た切片 を作製 し,柴 田(2008)の 報告に準 じ,

下顎頭軟骨 を構成する線維層,増 殖層,成 熟層お

よび細胞肥大層それぞれの厚 さを,画 像解析処理

ソフ ト(ImageJ)を 用いて計測 した。免疫組織

化学的観察は,蛍 光法を用いて通法に従って行い,

軟骨内のTypeXコ ラーゲンの局在 を観察 した。な

お本研究の遂行にあたり,奥 羽大学実験動物指針

を遵守 して行った。

【結果および考察】本研究の結果,離 乳時期 を早

め早期に固形飼料に以降 した群では体重増加が早

かったが,38日 目では差 がなくな り,飼 料の摂

取量では他の群に比較 して少ない傾向を示 した。

また,顎 骨計測の結果か ら,生 後23日 目では早

期離乳群の方がContよ りも大 きい値 を示 してい

たが,38日 目では逆に18日 以 降の離乳群が大 き

かった。顎骨の成長に関する栄養の影響 について

は,ラ ッ トを用いて,粉 末あるいは固形の飼料形

状の違い,飼 料カロリーの違いによる変化の報告

や,過 重 ス トレスによる変化などが報告 されてい

るが,離 乳時期の違いによって も形態的な変化が

見 られた。軟骨内のTypeXコ ラーゲンの局在につ

いては,14日 離乳群 よりも18あ るいは23日 離乳

群の方が強 く表れてお り,軟 骨の骨化においては

早期の過重ス トレスにより骨の厚みが増す と考え

られるものの,細 胞層のTypeXコ ラXコ ラーゲン

発現は遅 くなることが考 えられた。

【結　論】マウスの離乳時期の遅速により,顎 骨

の大 きさや軟骨内のTypeXコ ラーゲ ンの出現状

況に差がみ られ,顎 骨の成長に影響する可能性が

示唆された。


